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9）佐々木宏子「現代日本の子殺しに見る母の孤立」　『あごら』19号，1978年　P．27
10）総理府青少年対策本部編『日本の子供と母親』1980年　PP．105－116
11）9・ボウルビィ（黒田実郎訳）　『乳幼児の精神衛生』岩崎学術出版社　1961年
12）マイケル・ラター（北見芳雄他訳）r母親剥奪理論の功罪』　誠信書房　1980年　P．6
13）マイケル・ラター前掲書P．6
14）マイケル・ラター前掲書PP．179－199
15）M・ラム（久米稔下訳）『父親の役割』家政教育社1981年
16）M・ラム，前掲書　P．13
17）M・ラム，前掲書PP．283－303
18）M・ラム，前掲書P．14
19）M・ラム，前掲書P．41
20）ザボロージェツとリンナ（青木他訳）　『乳幼児のコミュニケーション活動の研究』　新読書社
　1979年
21）拙稿「現代家族における子育ての危機」　『現代社会における地域と教育』　（矢野峻岩永久次
　編）東洋館出版社　1981年。　拙稿「現代における親と子の問題」　r現代の家族』　（布施晶子他
　編）青木書店　1982年。
22）伊藤雅子「幼児的環境」　『いどばた考現学』未来社　1978年
23）労働省の57年版「婦人労働の実情」が10月20日に発表されでいるが（10月22日朝日新聞）いわ
　ゆるM字型雇用パターンであるが谷の部分が増々上昇していることをつげている。これは出産，
　育児期の女性も働き続ける事を示している。
24）文部省編『幼稚園教育要領』では，教育課程ということばが使われ，厚生省編『保育所保育指
　針』では保育計画ということばが使われているが，いずれもカリキュラムと同義語である。
25）長崎県社会福祉協議会編『長崎県保育基準，3才未満三編』　1976年
26）長崎県『保育所保育基準』　P．5　1974年
70 長崎大学教育学部教育科学研究報告　第30号
27）小出直美，塙留美子rS児にみられる集団保育と家庭保育の継断的研究（その2）一〇．1才に
　おける発達課題と保育内容・方法の検討」　『札幌商科大学論集25号』
28）心理科学研究会編『児童心理学試論』三和書房　1975年
29）宮崎敦子r乳児保育をめぐる諸問題への考察一長崎市における実態をふまえて一』長崎大学教
　育学部教育卒論。1982年3月（未公開）
30）勅使干鶴『乳幼児の世界』　鳩のi森書房　1978年　P．58
31）筆者の息子も7ヵ月目に入って，ブルナーの「子どもがはじめて出合う本シリーズ」をよんで
　やるとニコニコしてよろこんだ。コイヌのクソクソというリズミカルな言葉ときれいな絵に集中
　した。
32）日本教育心理学会においても，母子関係のみの枠組ではなく父子関係の枠組みを検討するべき
　であるとして，自主シンポジウム「乳幼児の発達と父性の役割」がもたれるようになっている。
　教育心理学年級，第20集　1980年度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和57年10月31日受理）
